

























































に統合された(表1参照)。 本文中の【 】はカテゴリー ,( 〉







































































































































Ⅵ.結   論
隔離患者から,隔離の必要性を聞われた時の看護師の対応
は,【隔離された患者を尊重】する姿勢を上台にして,機会を
捉え 〔説明や関係作り1に努めていた。こうした姑応は 〔ス
タッフとの連携】に支えられ成り立つと推察される。
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